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正宗らがアヌレン類の合成研究中に発見し， Bergman らにより，その反応中間体が 1 ， 4 ーベンゼノイドジラジカ
ルであることが明らかにされたシス- 1 , 5- ヘキサジイン -3 ーエン類の渡環・芳香環化反応は現在正宗一Bergman
反応と呼ばれている。
一方， 1985年に江戸らにより構造決定がなされた強力な抗腫蕩性抗生物質ネオカルチノスタチンークロモフォア





マイシンAに着目し，両者の有効部位を組み合わせることにより， 6 , 7 ーベンゾピシクロ [8.3.0J トリデカー
















やかに反応し， Michael 型の付加体を与えたことから考えて， DNAを容易にアルキル化するかもしれなし、。
これらの知見は，今回設計したキノメチド体，及びその合成中間体が抗癌剤の新しい母核になる可能性があること
を示唆しているo
論文審査の結果の要旨
松本義則君は，大環状共役10π電子系化合物のジラジカル生成と抗腫蕩活性の構造活性相関を明らかにする目的で
10π系アヌレン誘導体のーっとして，テトラデヒドロ [10J アヌレンキノメチド類を設計・合成し，その性質を調べ
た。これら誘導体が Meyer-Schuster 型転位により渡環・芳香環化反応を経てジラジカルを生成し，抗腫蕩活性発現
に関わる基本的特性を具備することを明らかにし，新規なクロモホアの構築に成功した。現在のところ有用なモデル
化合物の創生に至っていないが，分子設計におけるアイデアの新鮮さとジラジカル生成と生物活性の相関に関し興味
ある知見を得るなど，関連領域の基礎的研究として意義深く，よって，博士(理学)の学位論文として十分価値ある
ものと認める。
-64-
